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サビ・リンポポ灌漑計画 (Lowveld開発計画）について

まえがき

ローデシア・ニヤサランド連邦は周知のとおり， 1963

年12月31日をもって解体した。その結果，銅鉱業という

主要な政府歳入源（ザンビア）を失い，かつまた自国製

造工業品のかけがえのない市場（ザンビアとマラウイ）

を失ったローデシアは，新たに何か画期的な財政・国際

収支の改善策を講ずることなしには，もはやこの国の政

治的安定と経済的自立が危殆に瀕するという事態にまで

追い込まれた。もとよりローデシアにおける工業拡大の

可能性には，市場獲得の困難が伴い，また鉱業開発計画

には賦存資源の制約が存する。かくてこの国が「選好開

発ルート」を「農業」に見いだそうとしたことはきわめ

て自然ななりゆきであった。「サビ・リンポボ灌漑計画」

(Sabi-Limpopo Irrigation Project)はまさにかかる情勢

を背景にして生まれ，ローデシアが目下国運を賭してい

どもうとしているプロジェクトであり，この国の未来に

おける経済力繁栄のシンボルとされている一ちょうど

連邦時代に Kariba電カプロジェクトがそうであったよ

うに一ーものである。しかも本プロジェクトは，ことば

の本来の意味における「総合地域開発」として，ローデシ

アにおける最初にして，最大のものなのである。たとえ

ば，本開発のための費用は，総計少なくとも 2億ボンド

(Karibaプロジェクトの2倍以上）に達し，計画全地域

の開発には25年を要し，その間投入される雇用址は100

万人を越すといわれる。計画完成の暁には，この地域一

帯に約60~70万エーカーに及ぶ灌漑地が開かれ，そこに

植え付けられる農作物一ー主として砂糖であるが，その

他，綿花，小麦，バーレ一種タバコ，かん橘類，大豆な

ど一~が栽培に成功すれば，ローデシアの年間農業産出

価額は，いっきょに従来の倍以上になると計算されてい

る。のみならず，この大規模な農業開発に伴い，濯漑地

周辺には，製造工業，商業，運輸業などの関連諸産業の

派生的発達も想定されており，その結果，サビ・リンボボ

峡谷一帯~ Lowveldとも呼ばれる一は将来
ローデシアにおける第3番目に大きなコミュニティーに

なるものと見込まれている。ローデシア政府は，かかる

大規模な開発計画に直接責任を負う機関として， 1964年

3月「サビ・リンボボ用水公団」 (Sabi-LimpopoAutho-

rity)を設立した。これは当初，政府委員会の「勧告」

によって生まれたものだが，事実上各分野の専門家たち

の管理指導する自治機関であり，その性格は，まった＜

non-politicalなのだ。つまり，政治不安により，とかく

外国投資の誘致に円滑を欠きがちな国情なので，この場

合民間企業と政府事業のもつ双方の利点を開発の計画実

施面と資本獲得面とで適宜活かすよう配慮されたものと

思われる。ともあれ「サビ・リンボポ灌概計画」は，ス

ーダンの「ゲジラ計画」 (GeziraProject)にも比すべき

試みというべく，その成敗のいかんを問わず，ローデシ

ア経済，広くは中央アフリカ経済の将来にとって，一つ

の大きなメルクマールとなることは確かであり，筆者が

ここにその概要を明らかにしようとするゆえんである。

1 農業開発計画の経済的背景

一般に低開発国は，自国経済を方向づける開発ルート

を選択する自由をもつが，その経済発展の方向と速度は

さまざまな要因によって左右される。すなわち一方では

資本の欠乏，国内貯蓄率の低位，企業能力者・熟練労働

者の不足，生産と輸出における第1次産品依存度の過多

など，当該国の「要素供給」を非弾力的にする諸要因に制

約を受ける。これらはいわば，「与件としての要素供給」

の状況（絶対的制約）であり，その場合，経済開発の努

力は，もっぱら資本財を最も有効に利用し，かつ外国投

資を十分吸引しうるような生産部門ー一「鉱業」や「プ

ランテイション農業」一ーに集中さるべきこととなる。

しかし他方において，経済発展の方向と速度を規定する

もっと主体的な要因がある。つまり，それは「計画とし

ての要素配分」の状況（相対的制約）と呼ばるべきもの

である。もしそれが「要素賦与」の状況によってのみ決

定されるのであれば， 「貧困の悪循環」は永久に克服さ

れえぬからである。この場合にも，たとえば，財政・金

融上ならびに法制・制度上の制約が存するが，企業家は

その枠内で利潤の極大化をはかろうとし（微視的選択），

政策立案者はその枠自体をある程度動かすことができる

（巨視的選択）。開発産業部門別に見れば，たとえば通常

外国で資本が供給される「鉱業」は別としても，「要素配
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分」上の制約は「工業」よりも「農業」におけるほうが

はるかに小さい。ともあれ，アフリカ経済開発の現実に

おいては，それら両要因が混在しているから， 「選好開

発ルート」を「農業」に見いだすことは一般的に正当と

認められよう。

ローデシアは，主として葉タバコ生産に依存しつつ，

資本の不足と貿易上のアンバランスに悩む低開発国とは

いえ，いまなお白人少数者の支配する変則的な国家であ

るため，その「工業化」はアフリカ諸国の水準からすれ

ば，むしろ相当に進んだ部類に属する。しかし過去10年

間における「要素供給」の状況を検討すると，この国の

「工業」は単に商品市場獲得の困難ばかりでなく，また

国際収支への悪影響によって必ずしも望ましい開発Jレー

トとならなかったことがわかる。なるほどその期間にお

けるローデシアの投資額は6億ボンドーーG.D.P. の

28％にあたる一ーに達し，資本形成額は，投資に恵まれ

なかった1962年でも5000万ボンドを越した。これらは主

として，連邦時代における多額の公共投資に負うている

が，低開発国の投資水準としては，むしろ高いほうと言

える。また公共貯蓄，民間貯蓄の水準も連邦解体後やや

落ちているが，これも低開発国としてはけっして低いほ

うではない。しかしここで注意しなければならないのは，

かかる資金の流れよりも，問題はむしろ資本財の流れに

あるということである。ローデシアにおけるプラントや

機械設備に関する支出は，年々2000万ボンドを下らず，

それはだいたいこの国の粗固定資本形成の約45％を占め

てきた。しかもその大部分が輸入に依存しているとあっ

ては，この国における国際収支の黒字を維持することが

むずかしくなったこともまた当然である。かかる資本供

給の実態を考慮に入れると，投資はどうしても輸入材料

が少なくてすむプロジェクトに集中される必要が痛感さ

れる。つまりそれは「鉱業」，「工業」よりも，むしろ道

路，小規模土地改良，灌漑計画などのプロジェクトが優

先されることを意味する。

以上のことはまた，ローデシアにおける熟練労働者お

よび不熟練労働者の供給状況を考慮することによっても

同様に確認される。この国における不熟練労働者の求職

件数はその求人件数よりも急速に増大しつつあり，熟練

労働者の不足は，ヨーロッパ人離国者の増加と相まって

深刻な様相を呈している。したがって新規の開発には，

「実質費用」を最小限におさえるためにも，不熟練労働

者により多くの職場を与えるプロジェクトが選好されね

ばならないことになる。

連邦解体の 1年前に，ローデシアの経済資源を調査し

たPhillips委員会はその報告書の中でつぎのように述べ

ている。「ローデシア経済において‘‘鉱業”“製造工業'’

および“商業｀による貢献は相変わらずあるだろうが，

長い将来にわたってこの国の経済で主要な役割を演ずる

のはやはり‘‘農業＇となるだろう」と。その他の調査委

員会も大なり小なり，この国の農業に基礎をおいた経済
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の必要性を強調し，あるいは輸入に依存していた食糧品

の国内生産と多様化を，あるいは葉タバコを補うべき新

しい換金作物の栽培を，あるいはまた，国内製造工業に

必要な原材料の生産を勧告してきた。要するにローデシ

ア経済開発においては，まず農業部門において需要の拡

大がなされ，農業産出の増加が現存工業産出の増加を促

し，さらに新規加工業の設立を誘発するという，いわゆ

る「前方連鎖」の効果が期待されているわけである。こ

とにこの国ではすでに工業部門とヨーロッパ人農業部門

がある程度拡大しているだけに，その効果も比較的短期

間のうちに現われるものと考えられる。

「サビ・リンボボ灌漑計画」は，かかる意味で非常に

興味ある試みであり，その開発の将来は注目に値する。

ただこれがローデシアの追いつめられた白人入植者に対

する姑息な政治的ゼスチュアに終わってはなるまい。

II 立地条件と開発の歴史

Lowveldはローデシアの東南端に広がる低地であり，

南はトランスヴァールヘ伸び，東はモザンビークに接す

る。このあたりはサヴァンナないしモパネ地帯で，標高

は海抜2000フィート以下，年間最高気温は摂氏32~38度

に達する。その土壌は一般に肥沃だが，雨量は不規則で

平均25インチ以下である。 Sabi川は支流の Odzi川との

合流点あたりから Lowveld地帯にはいり， さらに南へ

下って支流の Lundi川と合流する。 Lundi川自身も

Tokwe川， Mtilikwe川， Chiredzi川等の支流をもっ。

これらの河川は，ひとたび雨期 (11月～ 3月）になると，

淫々たる奔流となりしばしばはんらんするが， 1年のう

ち大部分は水訥が乏しく，せいぜい砂床を洗う程度の小

流しかみられない。したがってその流域地帯では，せい

ぜい牛の放牧が行なわれる位であった。しかもここでは

牛1頭当たりに必要な牧草地は他地域よりも多く， 30エ

....カーと言われる。かくてこの地域には，従来ヨーロッ

パ人放牧地で働くか，または小農的条件で生存経済を営

むほんのわずかな人口しかいなかったのである。いうま

でもなくローデシアの経済発展は，ヨーロッパ人入植以

来 Bulawayo—Salisbury—Umtali を結ぶ高地において

進められ， Lowveld地帯は， 60年間見棄てられてきたの

である。これは低地における自然条件の劣悪さや，猛獣，

マラリヤ蚊，ビルハルツ住血吸虫などの危険もさること

ながら，南アフリカの Lowveldと違って，ここに「金」

その他の鉱産物発見がなかったことに原因する。したが

って Lowveld周辺には1957年になるまで道路らしい道

路すらなかった。

ともあれ乾燥した荒野を貫流してインド洋に達する

Sabi河川系の流域地帯は約3万2000平方マイルに及び，

もしこの季節的奔流を貯水し，これを年間にわたる灌漑

に利用すれば，そのボテンシャリティはすこぶる大きい

ものと考えられた。 Sabi川がモザンビークにはいる地

点で，その水量はエーカー当たり約300万フィートと言

われる。 これは Karibaダムにおける ZambeziJljの水

砿 (2950万フィート）に及ばないが，南アフリカのVaal

ダムにおける Vaal川の水最 (170万フィート）を上回

るものである（この水量測定は 1910年代の後半， C．L.

Robertsonによって行なわれた）。ともあれ，灌漑の形で

年間70~80インチの降雨量に等しい水を平均してこの土

地に与えれば，通常考えられるかんばつはもはや起こら

ないことはもちろん，ことに沃土と高温と多雨を必要と

する農作物—たとえば砂糖一の栽培には最も理想的

な条件を提供することになった。

Lowveld開発最初の目標は「砂糖」．であった。 1919年

に TomMacDougallが Triangleに3万エーカーの土

地を入手し，そこに砂糖を栽培し，灌漑水を Mtilikwe

)11から引くために水路を作った。これはわずか 8マイル

の水路にすぎなかったが，個人の仕事としては大事業で

あった。この完成は1931年であり，最初の甘蕪の植付け

は1935年に行なわれた。そして1937年に待望の砂糖産出

(10トン）が見られた。その後生産は拡大され， 1944年

には350エーカーの土地から500トンの収穫が得られた。

その頃からこの農作物に関心をもちはじめた政府は，

1945年 MacDougallからそのエステートを買い上げるこ

ととし，開発に関する基礎的な調査研究をすると同時に，

ダムの建設を行なって，この開発計画の遂行を側面から

援助する決意をかためた。すなわち1947年5月に政府は

Gibb委員会を任命し， Sabi-Lundi川流域の灌漑ボテン

シャルを調査せしめた。その報告書は翌年提出されたが，

その中で約33万3000エーカーに及ぶ土地の開発計画につ

，，‘て詳細な見積もりがなされた。しかしちょうどその頃

国内の他の地方において農業の生産性が大いに向上した

ため，従来輸入されねばならなかった多くの農産物も輸

出しうることさえできた。したがって Lowveld開発の

緊急性がやや薄れ，その結果 Gibb報告書の提案の効果

は， 単に小規模アフリカ人灌漑計画の樹立と Sabi農事

試験所の設立を実現させるに止まった。

他方ダムの建設については， 1947年，政府はまずMti-

likwe川に Esquilingwe堰ー一水位を上げるための小ダ
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ム＿を建造した。これによって灌漑能力はたしかにや

や増大はしたが，エステートの経営のほうは政府の手に

移ってのち企業の活気が弱まり， 10年後になっても栽培

地面積は1189エーカーにすぎなかった。しかし同じ年に

政府はエステートから 45マイル以内の地点を通る

Louren,;o Marques鉄道を建設することによってそれ

なりの使命を果たした。。そしてこの鉄道建設の実現は

Lowveld地帯の経済的意義をにわかに高め，その後の急

速な開発を促すこととなった。ともあれ， 1954年にTri-

angleエステートは民間企業たる NatalSugar Panters 

に払い下げられ，さらに1957年には同じく J.L. Hulett 

& Sons Ltd.の手中にはいった。 Hulettはその強力な

個性によって即座に拡張計画をたてるとともに政府に働

きかけて Mtilikwe川と Shagashi川の合流点に Kyle

ダムを建設せしめた。この2340億ガロンの水を収容する

半アーチ式ダムの完成は1961年であり，ここから灌漑用

水が40マイルに及ぶコンク リート水路を通ってエステー

トに供給されるに及んで，Lowveld開発はいよいよ軌

道に乗りはじめたのである。

Kyleダムの建設に続いて 1963年 Mtilikwe川の下流

に Bangalaダム(270億ガロン）が建設された。これは前

者よりかなり小さいが，「単式灌漑方式」により Esquilin-

gwe堰の拡大に伴ってこの両ダムは年間100億ガロンの

水を供給し，約6万エーカーの土地の灌漑を可能とした。

第3のダムは Manjirenjiダムであり，これは目下

Chiredzi川に建設中である (1965年中に完成の予定）。

その規模は Kyleダムと Bangalaダムの中間位で， 1万

5000エーカーの土地の灌漑能力を持つ。

他方 1956年にはもう一つの開発が行なわれていた。

Hippo Valleyエステートの設立がそれである。これは

当初かん橘類の栽培を行なっていたが， 1958年から甘蕪

に転向した（次章参照）。

m 開発の現状

Lowveld開発は，政府および民間企業の補完的投資の

一例である。前者は主として開発に必要な基礎設備に対

して，後者はもっぱら灌概事業そのものに対して資金を

調達した。政府は製糖業に対して「補助金」も出してい

ない。水資源開発に伴う公共投資に対しては，砂糖エス

テートの支払う「灌漑用水使用料」や「鉄道運賃」によ

ってこれを償却しようと考えた。他方灌漑事業に対する

民間資金は大部分国外からのものであり，それもヨーロ

ッパ人灌概計画にのみ限られた。いずれにしても，この

Lowveld開発の資本支出

（単位： 100万ボソド）

I 1964* I 1967 

5.6 ... 
... 

I 6.o I 

2.8 

1 s.o 1 21.2s 

I 14.o 1 

（注）＊ 1964年の数字は 4月現在をあらわし， 1967年
の数字は現在の拡張計画が完成されたときの推定
を示す。
(Ill所） Sabi-LimpopoAuthority, Water for Pro-
sperity: The Sabi-Limpopo Irrigation Project, 
p.．8. 

第 1表

政府支出
Kyle/Bangala瀧漑計画
Mbizi-Triangle鉄道支線
Manjirenjiダム

8
0
6
 

•• 5
1
2
 

小 計

民問支出
Triangleニステート
Hippo Valleyニステー
Nandiニステート

小

本 合

9.4 

卜
5
5
5
 

7
7
7
 

•• 9
7
3
 

,
1
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資 支 出 計 30.65 

地域開発計画のために投下された資本はばく大な額にの

ぼるが，第 1表は現在明らかになっている資本支出の状

況を示したものである。ただこの表には支出のすべてが

必ずしも示されていない。たとえば，道路，病院，学校，

商店等の建設費は除外されているのである。またこの支

出額のすべてが必ずしも砂糖生産に関する費用であると

は限らない。ともあれエステート別に Lowveld開発の

現状を見てゆこう。

I. Triangleエステート

Lowveldの砂糖エステートの中で最も古く，また最も

規模が大きい。開発会社は T?iangleLtd.といい，その

管理面積は20万8030エーカーに及ぶ。そのうち 9万1520

エーカーは完全に会社の所有地で，前述の MacDougall

によって始められた砂糖フ゜ランテイションもその中に含

まれる。このエステートは 1957年以来 J.L. Hulett & 

Sons Ltd.のものであったが， 1962年にナタールの製糖

会社Hulett'sSugar Corporation Ltd.が事実上Triangle

Ltd.の大部分の株を所得した。なお Triangleに近ぃ

Nuanetsi農場の開発も行なわれたが，これには Mtili・

kwe Sugar Co. Ltd.と TokweDevelopment Co. Ltd. 

とが投資している。前者の管理面積は， 11万2800エーカ

ーであり，後者のそれは3710エーカーである。

前にも述べたとおり， Triangle開発のペースは当初き・

わめて遅々としていた一ー1957年に甘煎栽培地はわすか

1452エーカーにすぎなかった一―-。しかし Kyle-Banga)a
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ダムが建設され，そこから総計212キューセックの水が

供給されるに及んで，開発のテンボは急に早くなり，

1964年末には3万エーカーの栽培地を持つに至った。こ

の年の砂糖産出量は12万ショートトンであったが，最近

Mtilikwe Sugar Co.が Mtilikwe川西岸の 5000エーカ

ーを開発したので， 1965/66年には 17万5000ショートト

ンに増大するものと推定されている。 Triangleの精糖

機の能力は毎時200トンであったが，最近これに加えて

ナタールから精糖車が搬入され，すでに運転を開始した

ので，精糖能力は毎時250トンに上がった。その結果こ

のエステートでは年間甘庶171万ショートトンから砂糖

18万7500ショートトンが精製されたのである。

また TokweDevelopment Co.の所有地のうち800エ

ーカーは， 1965年末までに完全に開発され， トウモロコ

シ，バーレ一種タバコ，小麦，および綿花が栽培される

ことになっている。これはもと Nuanetsi農場の小灌漑

計画地域（砂糖およびかん橘類のための）で，灌漑水は

Tokwe川からのボンプ吸い上げによっていたが，現在

計画されているのは， Tokwe川の水門ー一目下建設中

ーから10キューセックの水を得て灌漑をしようとする

ものである。 1965年末までの Triangle開発贄用は1200

万ボンドと見積もられた。また1966年以降には Tokwe•

Mukorsiダムが建設される予定であるが， TriangleLtd. 

の拡張はその完成を待って行なわれる。なおこのダムが

建設されれば， TokweDevelopment Co.は栽培地を 2

万4000エーカー， MtilikweSugar Co.は2万5000エー

カー拡大しうるだろう。

2. Hippo Valleyエステート

これは Triangleの南東部 Lundi川および Chiredzi

川の近隣地帯約15万エーカーを開発するもので，開発会

社は， 1956年 SirRaymond Stocki!その他の農場主に

よって設立された HippoValley Estate Ltd.である。

この開発は，はじめかん橘類の栽培から出発したが，後

に甘蕪が大々的に加えられた。またこのエステートにお

いて特色あるのは，政府との協定によって多数の個人栽

培者の入植を認めている点である。灌概水は昔は Lundi

川から汲み上げていたが，現在はすべて Kyle-Bangala

ダムに依存している。かん橘類は， 1956年以来8万7000

本植えられ， 1965年6月までに約10万本にする計画であ

った。ここで栽培されたかん橘類はすでに国際市場にも

かなり現われている。 1964年には5万5000箱が輸出さ

れ， 1967/68年には年間19万箱に増大することが期待さ

れている。また，かん橘類栽培と並行してその包装工場

ゃ，グレープフルーツ・ジュースの小規模な搾出工場も

設立された。

甘庶は 1959年に初めて植え付けられ，栽培地面積は

1964年3月までに8400エーカーになった。 1960年にはモ

ーリシャスからラブール ドネ精糖機を買い入れたが，若

干の改造を加えたのち (1964年）その粉砕能力は毎時85

トンに増大した。 1963年に濯漑水の再配分が行なわれた

が，その結果HippoValley Estate Ltd．の割当分は230

キューセックに増えたので，会社は1963年12月に5000万

ポンド拡張計画に乗りだし，甘煎栽培地を 2万3000エー

カー（そのうち会社の栽培地は 1万5800エーカー，個人

栽培者のそれは7200エーカー）に増大させた。その後開

発は急速に進み，掃林，整地，およぴ植付けは 1日60エ

ーカーの割合で行なわれ，またそのための水路建設は 1

日600フィートの割合で進められた。かくて貯水ダムや小

水路が建設され，会社の拡張計画は予定どおり， 1964年

9月に完成をみた。

かかる甘煎栽培地面積の拡大は，当然また新しい精糖

機の設置を必要とし， 1時間250トンの圧搾能力をもっ

精糖機の建設が計画され， 1965年9月には運転を開始し

ているはずである。 なおその痰用は350万ポンドと見積

もられた。

Hippo Valley Estate Ltd.の開発にはまた上記かん

橘類，甘蕪以外の農作物の栽培（たとえば125エーカー

の綿花の試験的栽培），牛の飼育，蒸溜酒製造所，および

無水炭酸， ドライアイス工場の設立等の計画も含まれて

いる。

この拡張計画は1965年末に完了するが，これに対する

Hippo Valley Estate Ltd.の資本支出は775万ポンドに

達する。 8年前にはわずか12万ボンドの資金で出発した

会社として，これは驚くべき数字である。

3. Nandiエステート

これは HippoValleyの北東部の Chiredzi川沿岸に

ある 5万6000エーカーを開発するもので， NandiSugar 

Estate Ltd.（ローデシアとモーリシヤスの投資グルー

プ）が開発を行なう。灌漑地は Essanby農場の一部で

あり， Manjirenji、ダムによって灌漑される。 Nandiぉ

よびその近辺の農場に対する配分水諏は，128.5キューセ

ックで，それは予定面積のうちの 1万5000エーカーに利

用される。この 1万5000エーカーをさらに細分すると，

1万3000エーカーは Nandiエステート， 2000エーカー

はそれ以外の三つの農場および5人の個人農場主に属す

る。
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Manjirenjiダムは1966年はじめまでに完成されるはず

であり，それを見越してすで整地が行なわれている。こ

のダムが完成されれば，ただちに Nandi全地域に廿蕪

の植えつけが始められることになる。他方そのための準

備として， 1965年5月までに 900エーカーの廿庶の苗床

を作る計画がたてられた。ともあれすでにヨーロッパ人

スタッフの住居 (50戸）をはじめ行政上の建築物などの

建設も始められているのである。精糖工場は毎時250ト

ンの能力をもつものがエステートの南部境界の近くに建

設される予定である。

Nandi開発計画の資本コストは， Manjirenjiダムおよ

び水路に関する政府支出を除いて，約500万ボンドと算

定されている。その内訳は整地，灌漑および建築に200

万ボンド，精糖工場に300万ポンドとなっている。

4. Samba牧場

これは Triangle北東部の Mtilikwe川沿岸にある 2

万3000エーカーの開発であり， OverseasRanchers Ltd. 

が担当する。この会社は， Kyle-Bangalaダムから30キ

ューセックの水の配分を受け，さしあたり， 5000~8000

エーカーの土地を灌漑する計画をしている。このプロジ

ェクトは農業の多様化の一環であり，牛の飼育に用いら

れる農作物を栽培し，しかも「輪作システム」を採用し

て，．灌漑水の最大利用をしようとする。したがってこの

牧場は企業としては他のエステートよりずっと小規模と

はいえ，きわめて興味ある試みであり， Lowveld全体に

対しても独自な意味をもっている。

現在のところでは灌漑地面積は1000エーカーで，そこ

には小麦，ムラサキウマゴヤシ，綿花，バーレ一種タバ

コ，およびトウモロコシが育成されている。これらの農

作物はいずれも商業的に十分引き合うと思われる規模で

栽培されている。また将来さらに耕作地を増やすことが

会社ベースで計画され，また小面積の土地を個人農場主

に開放することが政府と共同で考慮されている。なお

Samba牧場への資本投下は今までのところ約27万5000ポ

ンドであるが，これは1968年までに約200万ポンドに増

大するだろう。

w 開発の将来

Lowveldの灌漑ボテンシャルは60~70万エーカーと

いわれるが，現在までほんのわずかな部分が利用されて

いるにすぎない。 Lowveldを貫流する諸河川には大規

模なダムサイトとして知られるものが60カ所以上もある

（実際にはそのすべてが利用されることはなかろう）。た

ぅ4

だ現在における難点は，将来の開発について技術的・経

済的評価の十分にできるスタッフが不足していることで

あるが，他方では水利学的調査などかなり広範に行なわ

れている。いずれにしても，将来開発さるべき灌漑地の

選定には，物理的側面ー一たとえば最良の土壕を選び，

かつ灌概が最低コストで行なわれうる土地を定めること

と社会的側面―-―たとえばアフリカ人社会に最も利

益をもたらす地域を灌漑すること一~とについての慎重

な考慮が必要とされる。ともあれ目下計画されている四

つのプロジェクトについて順次説明してゆこう。

1. Tokwe-Mukorsiプロジェクト

このプロジェクトは 1000~2000万ボンドの費用を用

い，約8万エーカーの士地を灌漑しようとするものであ

る（もっとも実際に開発される面積は農作物のいかんに

よって左右される）。ダムサイトは Tokwe川と Lundi

川の合流点より上流約40マイルの地点である。このダム

の恩恵を受けるべき土地は，実際の灌漑能力をはるかに

上回るほど広いと思われるから，開発実施地域の選定は

慎重に行なわれねばなるまいが，一応は既存のinfrastru-

ctureの利用可能な，現在あるエステート近辺の土地を

開発することが妥当と思われる。さしあたって考えられ

る灌漑達地は， Lundi川の南の約2万5000エーカーをは

じめ， Tokwe川と Mtilikwe川との間にある約3万エ

ーカーや， Mtilikwe川と Chiredzi川に挟まれた約2万

5000エーカーなどであろう。なお Tokwe川， Mtilikwe

間の土地は「原住民居住地」であるが，他はすべてヨー

ロッパ人の牧場地である。

2. Lundi-Tendeプロジェクト

このプロジェトはおそらく 500万ボンド以上の費用を

用い，約10万エーカーの灌漑地を開発しようとする。ダ

ムは Lundi川に建設されようが， さらに上流にもう一‘

つのダムを建設することによって，さらに広い面積の土

地に灌漑を施す可能性も考えられる。このダムサイトは

「原住民居住地」にある。灌漑に最も適した土地は，や

はり Lundi川， Nuanetsi川間の Lourenc;oMarque~ 

鉄道にまたがった地域であろう。

3. Dotts-Driftプロジェクト

これは本章に述べる四つのプロジェクトのうちで最も

規模が大きく，約4000万ボンドの費用を使って， Chisu匹

banje付近の Sabi川両岸約25万エーカーに灌漑を施そ

うとするものである。そのうち12万5000エーカーはアフ

リカ人農場主に，残りの 7万5000エーカーはヨーロッパ

人エステートもしくは個人農場主に与えられる。東岸地
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区一一西岸地区より大きい一ーはすべて「原住民居住地」

に属し，もっばら「アフリカ人灌漑計画」の予定地となっ

ている。すでにその6000エーカーはChisumbanjeパイロ

ット計画として開発が始められた（第5章参照）。この土

壊は玄武岩系の高度に肥沃な黒粘土質である。これに対

して西岸地方は若干の「原住民居住地」とそれよりやや広

い「王領地」とヨーロッパ人牧場地などからなる。土壊は

同じ玄武岩粘土だが，全般に岩石のきめは細かく，東岸

地区に比べて作業がやりやすいと考えられている。ダム

サイトは Sabi川下流の GuduPoolより数マイルさか

のぼった地点である。このダムサイトの上流 Sabi川流

域には約500マイルに及ぶ沖積土地帯があり，それが綿花

の栽培に最も適していることがわかった。現にここのア

フリカ人農場主は， Sabi川の水をボンプで汲み上げなが

ら，エーカー当たり1350キログラムの収穫を上げている。

なおこの地域一帯は約10万エーカーの灌漑地とされる計

画で， WyeValleyダムおよび Condoダム（いずれも

計画中）から水の供給を受けることになっている。

4. Nuanetsi-Manyoshiプロジェクト

このプロジェクトは前3者に比べて割合小さく，灌漑

予定面積は 1万5000エーカー位の程度であろう。ダムは

Nuanetsi川南岸に予定されているが，もしかすると，

Lundi-Tendeプロジェクトの拡張計画の中に含まれる

ことになるかもしれない。とにかく，このプロジェクト

はまだ予備調査の段階にある。なおこの地域は放牧場と

しても最適であるといえる。つまり Lowveldのエステ

ートから糖蜜やムラサキウマゴヤシや綿実などの飼料を

容易に得られる利点があるからである。

以上四つの主要フ゜ロジェクトを簡単に紹介してきた

が，実はこのほかにも多数の灌漑計画がたてられた。た

とえば， 1948年の Gibb委員会が提案した原 Sabi開発

計画の一部もその中の一つである。

V アフリカ人灌漑計画

ローデシア人口の94％を占めるアフリカ人がLowveld

開発計画の中で演ずる役割は二つある。第.1は，甘蕪栽

培地，精糖工場および関連諸産業において「賃金労働者」

として，第2には本計画による灌漑地で換金作物生産に

従事する「農場主」としての役割である。ローデシア経

済としてこれらを把えれば，前者は「屈用」の問題に帰

着し，後者は「農業近代化」の問題に連関する。

まず雇用の側面について言えば，この国では生存経済

部門の中におびただしい人的資源の浪費が存するが，ま

第2表 T riang le/Chiredzi地域における入植者数

1964 [ 1968(1) 

主要ニステートにおける被雇用者 15, 0001 28, 000 
個人農場における被屈用者 1,5001 3,500 
商・工業・鉄道および政府機関に
おける被屈用者 2,0001 6,000 

小計|18,500 37,500 

被雇用者の扶養家族 (2) | 55,500| 112,500 

入植者合計 |74,ooo[1so,ooo 

（注） （1)1968年の数字は推定を示す。 (2)扶養家族は

1人当たり 3人として計算されている。
（出所） Bruce Andrews, The Lowveld: An Eco-

nomic Survey of Central Africa's Fastest 
Developing Area, 1964, p. 69. 

た貨幣経済部門にもかなりの失業がある。したがって本

開発計画がその点で寄与するところは少なくないと考え

られる。第2表を見ると， Triangle/Chiredzi地域にお

いて，現在までに 1万8500あまりの職場が用意され，

1968年までには少なくとも 3万7500人の雇用が得られる

ものと推定されている。もしこの割合で雇用量が増えて

ゆけば，開発期間が終了する頃にはたしかに 100万人の

雇用も実現するだろう。現在ローデシアで失業または潜

在失業の状態にあるアフリカ人は約10万人と言われるか

ら，これによって失業問題はにわかに解決されるように

見える。しかし周知のとおり，ローデシアのアフリカ人

雇用バターンは，常に国外から―マラウイ，モザンビ

ークなどから一ーの移住労働者に大きく依存しているこ

とに特色があり，ローデシアで働くアフリカ人被雇用者

総数に占めるかれらの割合は， 1951年に49%,1965年に

51%, 1962年に45％となっている。また Triangleおよ

び HippoValleyの両エステートにおいて雇われたアフ

リカ人労働者は， 1964年はじめに 1万4000人あったが，

そのうち44.6％は国外からの移住労働者であった。つま

り土着アフリカ人と国外移住者との比率はほぼ半々と見

てよい。とすれば本開発計画によってもたらされるロー

デシア土着アフリカ人の雇用量は約50万人と言える。し

かしその上なお注意しなければならないことは，ローデ

シアのアフリカ人は一般に農業に雇用されることを好ま

ず，都市地域におもむく傾向が強いという点である。た

とえば1962年にヨーロッパ人農業地域では，国外移住者

の割合が52％であるのに対して，都市地域では41％とな

っている。のみならず， Lowveldで実際雇用されたアフ

リカ人労働者のうち，国外移住者は通常 1カ月かそれ以
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第 3表 1962年のアフリカ人漕漑計画

-----．・ー・

～地
域 -----I ・ Chibuwe I Mutema I Tawona Nyanyadzi 合Devuli 計

農 場 主 数（人） 2 6 3 1 0 5 

幾耕地面積（エーカー） 1 7 7 9 7 2 7 

泄漑を施された土地 （エーカー） 9 7 6 3 8 0 

（出所） The Sabi-Limpopo Authority, op. cit., p. 24. 

上の期間にわたる雇用契約を結んだが，エステート周辺

の土着アフリカ人は，むしろ日雇い形式のものが多かっ

た。つまり後者には労働安定性が著しく欠けているため，

使用者側が特に住宅，娯楽設備などの便宜を与えでもし

ないかぎり，その労働力吸収効果は十分上がらず，開発

計画がもたらす雇用量も相当割引きして考えねばならぬ

ことになる。ましてや現在のところ，計画はまだ初期的

段階にあるし，また Lowveldの要求する労働の質に適

応したアフリカ人の数は必ずしも多くないと見なければ

ならないから，失業問題がこれによっていっきょに解決

されると考えるのは危険である。

つぎに農業近代化の側面について述べよう。 Sabi・

Limpopo灌漑計画の中には，大規模な商業的エステー

トの開発と並んで，広大な「原住民居住地」に灌漑地を

ひらき，そこにアフリカ人小農を入植させる試みが含ま

れている。これはアフリカ人をして生存農業から貨幣経

済への移行を促進させることをねらったものだが，計画

自体が白人の手になったものであるかぎり，それが本質

的にアフリカ人農業の発展につながるかどうか問題であ

るが，それを別とすれば，かれらが換金作物栽培に転換

する機会を得るという意味でやはり重要であると言わね

ばならない。

現在までアフリカ人灌漑地として開発された地積は約

5000エーカーである。そのうち1962年に作られた Sabi

峡谷の灌漑地はつぎのとおりである（第3表参照）。すな

わち (1) Chibuwe (976エーカー），（2)Nyanyadzi (772 

エーカー），（3)Mutema (380エーカー），（4)Tawona 

(331エーカー），（5)Devuli (531エーカー）の5カ所であ

り，合計2990エーカーに達する。この場合アフリカ人入

植者は 1人当たり 4エーカーの保有地（零細化すること

は許されない）を与えられ，栽培に関するいっさいの情

報と助言は農林省の専門家から受けられる。主要栽培作

物は， トウモロコシ，小麦，綿花，バーレ一種タバコ，

豆，果物，野菜などである。収穫より得る純益は， 1962

年において， 4エーカーの土地から 1人平均204ボンドで
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あった。この収入はもちろんヨーロッパ人の水準からす

ればきわめて低いが，作物によって二毛作を試みたり，

肥料を用いるなどしてそれをさらに増やすことはできよ

う。少なくとも，アフリカ人は灌漑地に入植したかぎり

において不作時に雇用機会を見いだすため都市に流入す

る必要はなくなった。

Sabi峡谷のアフリカ人灌漑計画のほかには現在まで

さしてめだった開発はなかった。あっても高々200~1000

ェーカー位の土地が，海から直接水カボンプで水を汲み

上げることによって灌概地とされた位である。ともあれ

以上のような，当初のアフリカ人灌概計画では，人口増

加に対処するための食温生産に主目標が置かれた。たし

かに Lowveldの乾燥地における小農にとって不作はと

りもなおさず食掻不足を意味した。したがって換金作物

への要求はとかく二の次にされたため，例外もあるが，

その成果は多くの場合それほど芳しくなかった。

ところが最近計画されている Lowvledの高度に資本

化された大規模泄漑計画は，従来のものとは打って変わ

り，何よりもまず換金作物の栽培に重点をおいた野心的

なものである。

1. Lundi-Tendaプロジェクトおよび Takwe-Mukorsiブ

ロジェクトにおけるアフリカ人灌漑計画

このプロジェクトはいずれもヨーロッパ人地城の濯瀕

を主とするが，同時に若干の「原住民居住地」の灌漑計

画を含んでいる。たとえば Lundi-Tendeプロジェクト

は， Matibi原住民居住地第2号の約10万エーカーの土

地がそれである。もっともこれは，地下水面が上がった

場合に Kyle,Bangalaダムおよび Manjirenjiダムから

水を引く可能性も考えられている。

2. Dotts-Driftプロジェクトにおけるアフリカ人灌漑

計画 (Chisumbanje計画）

これは Lowveld開発計画に含まれるアフリカ人灌漑

計画のうち最も規模が大きく，また最も野心的なもので

あり， Sabi川下流東岸および西岸の 12~16万エーカー

に及ぶ「原住民居住地」を対象としている。この地城一
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帯は，黒色玄武岩に薇われた肥沃な土地で高い生産性が

約束されており，政府による10年間の栽培実験では，灌

祇下にはバラエティに富んだ農作物一ーことに綿花と小

麦ーーの栽培に適するとされた。ただここで問題なの

は，技術面では不安定な玄武岩の粘土の上にいかにして

道路，水路などを建造するかということ，経営面では，

アフリカ人がいかにして正しい組織と管理のあり方を選

択するかということなのである。政府は手初めに開発予

定地のうち6000エーカーについて灌漑4カ年計画の認可

を与えた。水は Dotts-Driftダムから引くこ ととなり，

開発実施にあたっては， 「分権的組織」方式をとった。

また総費用は約120万ボンドと見秩もられ，目下その資

金獲得のため外国と交渉が進められている。アフリカ人

農場主に与えられる単位面積は，本計画では従来のもの

より拡げて， 6エーカーと12エーカーの2種とした。ま

たコミュニティ・ブロックの大きさも，従来の計画より

広く500エーカー単位とされた。栽培作物は，綿花， ト

ウモロコシ， 小麦などだが，甘蕪も適すると言われてい

る。しかしさしあたりはアフリカ人の手なれたものから

始めることになろう。

いずれにしろ， Chisumbanje計画はマラウイの Elep-

hant Marsh計画やザンビアの Kafue計画と同様に，ア

フリカ人が本格的に灌漑農法によって換金作物の栽培を

行なうという意味でその意義はきわめて大きい。

VI ローデシア糖業の将来

Lowveldの砂糖生産は最近2~3年間に著しい増加

率を示した。すなわち1958年には粗糖生産がわずか6000

トンであったものが， 1962年には7万7000トンに伸び，

1964年には16万トンにふえたのである。 1968年までには

さらに40万トンを越すだろうと言われる（第4表参照）。

国内には Chirunduプランテイションなどほかに若干の

砂糖生産地もあるが，ローデシアの砂糖生産は大部分

Lowveldからのものである (1962年には83％となってい

るが，開発が進むにつれてこの割合はますます多くなる）

から，ローデシア糖業の発展はまさに目ざましいものが

あると言ってよい。従来は砂糖輸入国であったのに1963

年以後国内需要を満たしてなおその余剰を輸出に向ける

こととなり，この国の砂糖生産のパターンは一変してし

まった（第2図参照）。このことは Lowveld開発計画の

一部としての甘蕪栽培が少なくとも第1段階で成功した

ことを示している。思うに Lowveldは甘蕪栽培につい

~9999--ウ””~～999~99~--” 資 料 =

第4表 ローデシア糖の生産と阪売

（単位： 1000ショートトン）

1964,1965,196611967/1968 

Lowveldにおける生産
生1{Triangleエステート 120 160 170 180 200 
Hippo Valleyェステート 401 1001 1501 1501 150 
Nandi.:r,ステート ー― -50160 

小計 |160/2601 3201 3801 410 

Lowveld以外の地域に • 
産Iおける生産 | 2l| 切128.5| 32| 32 

生産 蛍 合計 |~442 

阪I

売I

国内消費 601 63166. 51 721 78 

翰
｛ザ ンビア巳マラウイ向け 30.5 39 31 28 20 
その他対外輸出 90.511851 2511 3121 344 

小計 |12112241 2821 3401 364 

販売量合 計 |1811 2871 318.51412/ 442 

（注） 1964年以後はいずれも推定を示す。

（出所） Bruce Andrews, op. cit., p. 38. 

第2図 ローデシア砂糖生産の伸び

(1000トン）
400 
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50 -----ニー一＿―-三る
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（出所） T. J. D. Fair, ‘、Rhodesian Lowveld ; 
Source of New Economic Strength",. Optima, 
Dec. 1964, p. 197. ノ

て数々の好条件に恵まれていた。たとえばここには，他

の砂糖栽培国で往々見られるような沿岸季節風による危

険はないし，また灌概が施されているため天然降雨の気

まぐれに左右されることもない。また現在までのところ

植物の病害による損失もなかった。ために Lowveldに

おける甘庶の平均収穫高はエーカー当たり55トンで，南

アフリカの40トンを大きく引き離し，世界一流の甘煎栽
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培国たるオーストラリアやハワイのそれに匹適する。ま

た栽培期間は14カ月で相対的に少なくてすみ（南アフリ

カでは 18カ月かかる），甘煎からの砂糖回収率もけっし

て低くはない (Triangleで10.9%）。

しかし反面また Lowveldには難点もある。たとえば

ここから Lourenc;oMarques港に出るまで約400マイ

ルに及ぶ鉄道運賃コストが高くつく点である。しかもっ

い最近までは，エステートから鉄道線までの約50マイル

は，自動車輸送に頼らねばならなかった。もっとも最近

Mbizi-Chiredzi間支線が建設されるに及んでこれは大い

に改善された。ある算定によると，この支線開通によっ

て，砂糖輸送費は，従来の自動車輸送に比べてトン当た

り11シリング安くなったと言われる。これはまた間接的

に肥料，・石炭セメント，機械類等の搬入毀を低減させ

たことももちろんである。また 1966年1月に Lourenc;o

Marques港に大船積ターミナルを栴築する計画がなされ

ているが，これも完成されれば，鉄道運笠，荷袋衆，港

湾税等の節約になる―ト ン当たり約25シリングと算定

されている一一ことは明らかである。

Lowveldの砂糖生産コストは，現在の開発段階では正

確には解らない。なぜなら infrastructureの拡充や短期

貸付金の返済など初期的特別支出が多いからだ。しかし

開発が軌道に乗り，機械化が進み，規模の経済の効果が

現われてくれば，それがさらにコストを引き下げること

は確かである。もっとも Lowveldにおける労働コスト

についてはむしろ高くなる徴候がある。現在支払われて

いる貨金もロ ーデシアの農業部門の中では最も高い部類

にはいるし，他のアフリカ諸国と比べてもそうだろう。

しかし買金の上昇は人種関係を度外視しても，製糖業が

輸出市場に確固たる地歩をしめ，企業としての健全性を

保ちうるならば，むしろ望ましいことである。

Lowveldの砂糖生産についてつぎに危惧される問題

は，砂糖の単一栽培がその土壌に対して有害な影響を与

ぇ，産出の減少をもたらさないかということと，この国

における輸入代替と農業多様化の必要から考えて，砂糖

だけのモノカルチュアが望ましいかどうかという点であ

る。

言うまでもなく Lowveldの砂糖は人工的な方法で年

間25インチの降雨量を70~80インチに増大させて栽培し

ている。換言すれば，この地域の土壌は長年乾燥した自

然条件に適合されているのである。したがって砂糖のモ

ノカルチュアで成功した南アフリカのNatal地方と違っ

て，上述のような危険が伴うであろうことは容易に想像
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される。現に Phillips報告書も，過剰泄漑，土堀浸食，

塩分の発生，土質低下などの危険について注意を喚起し

ている。しかし過去8年間の実績はそれが単なる杞憂で

あったことを立証した。つまりこの灌漑地域一帯の共生

地質は本来肥沃であり，廿庶栽培にきわめて適している

ことが明らかなのである。のみならず「ローデシア砂糖

協会」 (RhodesiaSugar Association)は，この地域に「調

査試験所」を設立し，灌漑，土地管理，品種改良，病害

の抑制その他砂糖に関する一般的な問題を研究せしめて

いるので，ほとんど問題はない。もし Lowveldにおけ

る砂糖のモノカルチュアに懸念があるとすれば，それは

かかる廿蕪栽培の物理的問題にあるのではなくて，むし

ろ砂糖に確実な市場を確保できるか，また生産された砂

糖に対して望ましい価格が得られるかという経済的問題

にあると言える。

前にも述べたとおり，ロ ーデシアは1963年来砂糖輸出

国になったが，偶然にもちょうどその時期にキューバ動

乱やヨーロッパにおける甜菜糖生産の不作による世界的

砂糖不足が生じていた。したがってローデシア糖業はこ

れによって予期以上の収益を上げ，いよいよ開発の拡大

に向かった。しかしそれだからと言って Lowveld開発

が単に短期的利潤を求めて計画されたと考えてはならな

い。なぜならその計画が樹立された年には，砂糖の国際

価格がトン当たり約30ボンドにすぎなかったからであ

る。つまり計画の前には，将来における世界の砂糖需給

ゃ， Lowveld糖の国際競争力について若干の見通しがあ

ったと思われる。たしかに世界の砂糖需要は，人口や所

得の増加とともに年間約5％の割合で伸びており，向こ

う15年間に約8000万トン台に達すると見られている。ロ

ーデシアは 1967/68年までに41万トンを生産するという

が，その世界砂糖生産に占める割合は2％程度にすぎな

いだろう。しかしそのことはむしろローデシアにとって

市場確保のリスクが小さいことを意味する。他方におい

て西インド諸島やモーリシャスなどの伝統的砂糖生産国

は，栽培地面積が限界にきて，現状以上に拡大しえない

（ただしオーストラリアはそのかぎりではない）といわ

れる。とすれば，世界砂糖需要から見たローデシア糖業

の将来は，生産コストの低減を実現しうるかぎり，長期~
的には一応不安なしという見通しが立てられる。

しかしそれを「価格」の面から見るとそう簡単ではな

い。事実1963年以後の砂糖国際価格は明らかに不安定て

ある。すなわち1963年11月には105ボンドという空前の

高値をよんだものが， 1964年3月には26ボンドまで低落
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してしまった。これはまた下がるかもしれない。ローデ

シアの砂糖販売業者はこの異常な値下りをむしろ数年後

の市場安定化を促すものとして特に驚いていないが，甜

菜栽培者はすでに1965年生産制限を計画した。

国際砂糖市場において自由主義諸国の貿易董は全体の

約3分の 1を占めているが，その取引勘定は協定による

取りきめ値段で保証される。したがってその場合の砂糖

価格は，需給関係の指標として単に利ざやのボジション

を示すにすぎない。ローデシア糖のマーケッティングを

一手に引き受けている SugarSales Ltd.— Triangle, 

Hippo Valley, Chirundu各エステートの共同所有の会

社—ーはロンドンを通して「先物取引」を行なっている

が，この方法は砂糖価格を平均化し，生産者に対して国

際価格低落時のクッションになる。現に1964年の保証価

格は，国際価格よりかなり高かった。ともあれ「国際砂

糖協定」 (InternationalSugar Agreement)は現在休止

状態にあるので，ローデシアは欲するならどこへでも砂

糖を販売しうるのである。

これに対して「英連邦砂糖協定」 (Commonwealth

Sugar Agreement)はむろんその名のとおり，英連邦諸

国間だけの取りきめであるが，ローデシアも1965年1月

これに加盟した。かくて年間2万5000ロングトンがイギ

リス向けの輸出割当批と決められ，その際の価格も現行

国際価格より高く， 1965年には Louren,;oMarques f. 

o. b．価格でロングトン当たり 46ボンド11シリング6ペ

ンスであった。その他本協定による輸出にはカナダ向け

特恵もあり，その価格はイギリス向けの場合より高い。

この協定はいずれも Lowveldの砂糖産出に対して有

利かつ安全な市場を確保し，またローデシアの国際砂糖

生産国としての地位を保全するのに役立つものと言え

る。

ただ問題は，最近の世界砂糖生産の状況からみて，「国

際砂糖会議」 (InternationalSugar Council)による「輸

出割当制」――-1953年に決められ1961年廃止された一一

が復活されはしないかということである。この制度は砂

糖の購買と販売を特定国に限り，また輸出国の生産は一

定量に制限して，一部は決められた安定価格で売られ，

他の一部は自由な国際価格で売られるようにしたもので

ある。もしこれが復活されることになれば，ローデシア

の1967/68年以後の生産拡大に大きな支障をきたすこと

になるのは明らかである。

ローデシアは現在，多数の砂糖輸入国と個々に長期的

双務協定を結ぼうと努めており，現にアメリカには8423

ショートト ンの輸出契約，マラウイにも小量ながら長期

輸出契約を締結したし，日本やマレーシアとも交渉が行

なわれている。しかしこれらの努力も輸出割当制が復活

されるまでのことであろう。

あとがき

以上Sabi-Limpopo灌漑計画を過去，現在，未来にわ

たって眺めてみたが，これは一つの大きな「総合地域開

発計画」にほかならない。つまり水を中心に地域経済の

統合が行なわれることを想定している。それは道路，鉄

道，水路，都市などの物理的結合であると同時に政府と

民間企業との組織的結合でもある。その意味でこの計画

はきわめて興味ある有益な試みと言える。ただ問題はそ

れが財政的にいかに実現化されるかであろう。現在まで

のところ，ダムや主要水路などの建設は政府が負担し，

灌漑事業そのものはほとんど民間資本に依存している。

しかし将来はますます民間資本への依存度が大きくなる

と思われる。とすれば本質的にこの国の政治的安定が前

提されなければならない。一般に多くの民間資本は，ゃ

はりヨーロッパ人の開発計画により強い関心を向けてい

る。これは，民間会社がアフリカ人地域における土地所'

有権を主張しえないということもあるが，むしろヨーロ

ッパ人の開発計画のほうが投資効率が高いと見ているた

めである。

しかし CommonwealthDevelopment Corporationゃ

世銀のような国際金融機関ーーLowveld開発には共に強

い関心を寄せている一ーのほうは，逆に Dotts-Driftプ

ロジェクトのようなアフリカ人灌漑計画により多くひか

れている。 Sabi-Limpopo用水公団の設立も，実はかか

る資金調達のデリケートな事情に対応させるためであっ

たといえる。けだしこの開発計画はいろいろな意味で注

目に値するのである。

（後記） 本稿は主としてつぎの文献によった。

Sabi-Limpopo Authority, Water for Prosperity: 

The Sabi-Limpopo lrrigation Project. 

Bruce Andrews, The Lowveld: An 必onomic

Survey of Central Africa's Fastest Developing 

Area, 1964. 

（調査研究部アフリカ調査室星 昭）
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